
 
    
   

 

 

2018 年度 ３月号 社会福祉法人 尚徳福祉会 保育園川崎ベアーズ 

寒さの中にも暖かい日も増え、春が近付いていることを感じます。早いもので入園してからもうすぐ１年が

過ぎようとしています。小さかった子どもたちも今では自分でできることも多くなり、お友だちとおしゃべり

したり、遊んだり毎日笑顔で過ごせるようになりました。成長の著しいこの時期を子どもたちと一緒に過ご

し、間近で見守ることができたことは本当に幸せで貴重な時間でした。何かと行き届かないこともあったと思

いますが、保護者の皆様には暖かく見守っていただきありがとうございました。あと１ヶ月うさぎ組での想い

出が増えるよう、いっぱい身体を動かして遊びたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

うさぎぐみだより 
 

『はる』 
 

♪ぽっと出た ぽっと出た つくしんぼう ぽっと出た ぽっと出た つくしんぼう 
（両手の人さし指をたて左右斜め上に差し出すように繰り返し出す） 

 
♪チョウチョが飛んで  

（両手をパーにし蝶を作り下から上にヒラヒラとばす）  
 

♪春ですね 
（左右に手をキラキラさせながらおろす） 

♪３月のふれあい遊び

最近トイレに行く子が増えてきました。お昼寝後

などオムツが濡れていないときに便器に座ると

「でたー」と嬉しそうな声が聞こえてきます。そ

んな声に刺激されて、オムツ替えのときに便器を

指さし「行く」。たまたまタイミングが合うと出る

こともあります。「すごいね！でたね！」と 

一緒に喜ぶと満面の笑みで答え 

てくれます。この繰り返しで 

オムツが取れていくのですね。 

トイレに行ってみる 

 こぐま組のお部屋は大好きなようです。お

部屋に行くとおままごと、磁石の玩具、パズ

ルなど、それぞれ好きなコーナーに行って遊

んでいます。新しい玩具がたくさんあって目

移りしてしまいますが、お人形をとなりの椅

子に座らせてパズルをする子。「せんせい、も

っていて」と玩具を確保してい 

る子。工夫している姿が可愛い 

です。きっと、楽しいこぐま組 

になることでしょう。 

こぐま組大好き 

好きなオモチャで遊ぶ子どもたち。食事の前や外遊びの前にはお片付けをするのですが、「お外で

遊ぶからお片付けする？」「本を見る人はお片付けしようか」など、次にすることがわかると「はー

い」と片付けてくれるようになってきました。写真を見ながらカゴに入れたり 

「これどこ？」と保育者に聞いたりして片付けています。どうしたらいいか 

困っている子にも「これおねがいね」と手渡すと片付けてくれます。 

 

お片付けじょうずだね 


